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のんちゃんと楽しくのびのび歩む 
 わかば学園中学部    樋口勝一・渡辺正則   

 

１、のんちゃんとの出会い 
 

２００３年３月１３日新中学部１年生の

一日入学があった。３年生の担任は、その

対応にあたることになった。その新１年生

の中にのんちゃんがいた。 

 あわただしく玄関を入ってきたのんちゃ

んは、いかにも多動というイメージで落ち

着きのない子だった。お母さんは立ち話で

一言「この子は緊張すると、よくトイレに

行くのですみません。」と伝えてきたが、そ

のことば通り真っ先にトイレに走った。用

を足した後も、一つひとつ便器の水を流し

ていく。最初は「ダメ!」と規制したが効き

目はなかった。学部集会の行われる視聴覚

室にへ一緒に入ろうと誘うが入らないばか

りか、次のトイレに入っては水流しを続け

ている。こうなったら、学校中のトイレの

水流しをさせて落ち着かせるしかないと開

き直り、二人でトイレ巡りを始めた。「のん

ちゃんは男の子」「水流すんは？」などとい

いながら、便器の水を片っ端から流してい

った。いかにも滑稽な光景であるが、これ

がのんちゃんと私の激しい出会いであった。

そんなのんちゃんを担任することになった。 

ところが、入学式の日は、予定を確かめ

る言葉はひっきりなしに口にしているもの

の、一日入学の時の激しさが嘘のように教

室に馴染んで座っているではないか？私た

ちは、一日入学の様子から見て一ヶ月くら

いは私たちとの激しいやりとりがあって、

そのうち慣れていくであろうという見通し

を持っていたが、その見通しは見事にはず

れ、のんちゃんは次の日もその次の日もす

んなりとわかば学園の生活に馴染み楽しい

学校生活を送ることになる。 

 

 こののんちゃんの変化（順応）には両親

も大変喜び、日々の連絡帳に生き生きとの

んちゃんの様子を綴ってきてくれている。

大きな行事の後などには、レポート用紙に

丹念に綴った手紙を添付してくれることも

ある。両親の手紙を読みながら、わかばが

本当にのんちゃんにとって居心地のいい空

間になっていることを痛感するとともに、

家族が一人っ子ののんちゃんを中心におい

て一丸となって子育てをしている姿に感動

を覚える。そんな家庭の協力のおかげで、

日々楽しくのんちゃんを見つめ、楽しくの

んちゃんと関わることができている。 

 よく家庭と学校との連携というが、のん

ちゃんの家庭とわかば学園との関係は、文

字通り素晴らしい連携を現実のものとして

いる。学校だけではできないこと、家庭だ

けでもできないことが、両者の力が呼応し

て、のんちゃんの育ちの場をより豊かにし

ているように思えてならない。 

 

 ここでは、のんちゃんの入学後の成長の

様子を、学校と家庭の連携という側面から

見直してみたいと思う。さらに、のんちゃ

んの育ちを考える上で、わかば学園が持つ

意味も明らかにしたいと思う。 
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２、のんちゃんの生いたち 
 
のんちゃんのお父さんは、2002 年 10 月
に「のんちゃんと歩む」というホームペー

ジを開設している。 
（ http://www.mctv.ne.jp/~purasuw/ ） 
 それを参考してもらいながらも、新たに
このレポートのために、以下「言葉と会話」

という観点から、のんちゃんの生いたちを

書き下ろしていただいたので紹介したい。 

 

1991.2.14 のんちゃん誕生 

想像もしなかった世界に関われる幸福を

与えてくれる事になる則道が誕生しました。 
(普通の赤ちゃん) 
赤ちゃんの頃は、立つのと歩くのと言葉

の出るのが遅いと感じるくらいで、まさか

脳に障害を持って生まれてきたなんて思い

もよりませんでした。そして、歩けるよう

になってからは、私、いえ家族の苦悩と地

獄の日々が始まりました。 
(多動症) 
寝ている時だけと言ってよい程、動きづ

めでした。座ってもお尻を軸にしてくるく

る回り食事も椅子に座っていられない程で

した。『もう電車に乗れない』『裸で脱走』

『外食はいや』(HP参照)等挙げればきりが
無いほどの苦悩の日々でした。しかし、保

育所入所前までこのすさまじい動きが多動

症というものだとは知りませんでした。 
(言葉が出ない) 
多動だけではありませんでした。この頃

は「きゃー」という声しか発しませんでし

た。初めて言葉になったのは「わんわん」

でした。犬を飼っていたので、「ママ」より

も「わんわん」の初の言葉に悲しいような

嬉しいような気持ちでした。しかしこの後

発する言葉は「わんわん」のみで、泣く時

以外口から出るのは全て「わんわん」でし

た。つまり犬を指しているわけではなかっ

たのです。数ヶ月間この状態が続いた後「わ

んわん」は全く発する事がなくなりました。 
(たーたー、いーいー) 
突然「わんわん」を言わなくなってから

は「たーたー、いーいー」しか喋りません

でした。しかし「たーたー、いーいー」は、

場所や様子で何を言っているのか大体分か

りました。たとえば「いーいー」がドライ

ブ中だと『とけい』、家では『オシッコ』で

した。何故そうなるのかは毎日一緒に暮ら

す中から会得したもので、家族だからこそ

理解できました。 

 

1994.4 のんちゃん保育所入所 

児童相談所と病院のアドバイスを受け、

保育所入所を決めました。 
(情緒障害、多動症による重度発達障害) 

H クリニックの診断でした。保育所入所
時も「たーたー、いーいー」のみで、保育

所では環境の変化に耐えられず毎日のよう

にパニックになり泣いていたようです。 
(今考えると思い当たる節あり) 
則道は怪我をしても全くと言ってよいほ

ど泣きませんでした。ある時など顔を打ち

つけ鼻と口から大量の出血をしましたが笑

っているだけなので強い子だと思っていま

した。また目を見つめるとあさっての方向

を見て焦点が合いませんでした。後に自閉

症の子に多い特徴だと知りました。また水

に異常な執着心があり、特に流れる水に興

味を示していました。後にトイレ王となる

前触れだったのでしょう。しかし、いつ頃

からトイレに執着するようになったかは記

憶がありません。 
(不思議な言葉) 
保育士の方達は則道に良いだろうといろ

んな事に取り組まれました。特に外へ出て

いろんな体験をさす事が多かったようです。

年長の頃は、「ちゃーちゃん」「きっき」等

の赤ちゃん言葉が数語と「いっぴい」「うー

わ」のような意味不明な言葉を喋るように

なりました。この頃「いーいーおしっこ」
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と言えるようになり、「いーいーはいらない

の、おしっこ」と何度も言いました。しか

しなかなか「いーいー」は外れませんでし

た。よく保育士から「こんな事言っていた

けどどういう意味ですか？」と聞かれまし

た。例えば「びーぱーぱー」は『ウサギの

ミッフィー』のように家族だけが解釈でき

る不思議な言葉をたくさん作りました。 
(今も続くドライブ) 
祖父は大好きなドライブに毎日連れてく

れました。祖母は則道の様子をしっかり見

つめ、ちょっとでも興味を示した物の名前

を何度も何度も言って聞かせました。想像

を絶する取り組みでした。上手く発音でき

なくても言葉と物が一致した時は祖父母共

どんな時でも大喜びしてあげたので、言葉

の通じる喜びを感じたのかどんどん言葉が

増えました。ものよりも看板の特徴あるロ

ゴに興味があり、『三菱』『日石』『マクドナ

ルド』『ホンダ』等でした。そうするうちに

「み」を「だ」と置き換え「だつびし」「だ

かん」等を言っては、祖母に「なんかちょ

っとおかしいなあ」と言ってもらうのを楽

しんでいました。今の楽しい則道が形成さ

れたのはこの頃かもしれません。 

 

1997.4  のんちゃん小学校入学 

山室山小学校に入学しました。今思うと

恥ずかしい話ですが、障害を認められなか

った私は、養護学校など眼中にありません

でした。しかし情緒障害児学級在籍を機に

療育手帳を受けました。 
(歩く！から始まった) 
入学前から熱心に関わってくださった H
先生はまず学校中を探検させ、行っても良

い場所、いけない場所を徹底的に教えまし

た。H 先生は外へ出でいろんなものを見て
体験さす授業を多く取り入れ、歩く事で我

慢する事や落ち着かせる事に取り組み、歩

く授業が合ったのか則道は次第に落ち着き、

また体が丈夫になるという副産物まで生じ

ました。 
(心の扉ひらく) 
２年生の時、ある誤解が元で私の則道に

対する閉ざされた心が一気に開きました。 
この頃「いっぴい、うーわ、まくどなるど」

のように、ドライブ中に覚えた単語の頭に

「いっぴい、うーわ」という変な言葉を付

けて喋りました。しかしこの「いっぴい・・」

は私だけに喋るといった具合で家族でもそ

れぞれにコミュニケーションが違った形で

形成されていました。 
(多動落ち着く) 
 3・4・5・6 年と障担が変わりました。し
かし一貫して言えるのは、クラスメイトと

の関わりを育んでくれた事です。３年生の

時、歩きの授業の中で体験する事を「すん

だら、かえってくる」「だいじなもの、さわ

ったら、あかん」等の２語文３語文の会話

として話し出しました（Ｔ先生談）。この頃

には「いっぴい」等不思議な言葉はあまり

言わなくなりました。４年生頃から少しず

つ多動が落ち着き机に向かって座れるよう

になりクラスで授業が受けられました。 
(クラスメイト) 
 先生方の取り組みは、徐々に成果を結び

関わってくれる子は多くなり、汚れた靴下

を変えてくれたり、鼻をほじくった手でも

平気で手をつないでくれるほどでした。修

学旅行では体まで洗ってくれた子がいたほ

どで、他校の仲間からうらやましがられた

ものです。毎年変わる障担は、「クラスメイ

トのおかげで助かるわ(６年の障担)」とよく
言っていました。 
(不思議な魅力) 
 5・6 年の頃は、授業中でも独り言をいう
事が多く、しかも絶妙のタイミングでその

場に無関係な事を言ったり、先生の書いた

黒板の文字を消しにいったりと突拍子もな

い行動をし、クラスメイトの大爆笑を買う

事が多く、緊張を解きほぐし和みを与えて

くれるいい材料になっていると先生からよ

く聞かされました。６年生の頃は「なに？
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いうこと」等のように会話の中に「なに？」

を付けて聞いてくるようになり、質問形式

の会話が多くなり、この傾向は今も続いて

います。但しこの問いかけに答えてあげな

いと、とても悲しそうにします。 

 

2003.4  わかば学園中学部入学  

私達家族は、心温かいクラスメイトを信

じ地元中学へ進学する道も考えましたが、

なかなかできない身辺自立を身に付けさせ

たいのと、この子達だけが持つ人に幸せと

優しい心を芽生えさす力を大きくしたいと

願い養護学校玉城わかば学園中学部に入学

する事を決めました。 
 
３、のんちゃんのびのび頑張る 
 
１）家庭の要望 

 
 『個別の指導計画』の作成にあたり「家

庭の要望」を訪ねたところ、以下のような

要望がでてきた。これを軸に私たちの実践

はスタートした。 

（からだ） 
１ たくさん歩いて肥満にならないように 
２ 走るのが苦手なので走り込みして、持

続性をつけて欲しい。 
（生活） 
３ 小便をズボンをおろさずにできるよう

に。 
４ 大便を介助なしでできるように。 
５ 箸で食事ができるように。 
（こころ） 
６ いつもおだやかな気持ちで人との関わ

りを持てるようになりたい。 
（まなび） 
７ 実生活で役立つ、算数・国語を学ばせ

てあげたい。買物、自動販売機、切符な

どの購入のお金の数え方や相手とのやり

とり。 

 

２）連絡帳・通信等でののんちゃんの変化 

 
ここでは、「家庭の要望」（以下「要望」） 
にそっていきながら、この間の私たちの取

り組みとのんちゃんの変化を追ってみたい。 

 
＜１＞「歩くの大好き」 
 小学校の時から、学校でも家庭でも「歩

くこと」にこだわってきただけあって、の

んちゃんは歩くことが大好きである。近辺

の１、０００ｍ級の山もいくつか踏破して

きている。 
校外歩行ではいつも先頭を行くのんちゃ

んの姿があった。私たちは、のんちゃんが

他の子と手をつないで歩調を合わせながら

歩くということも一つの目当てにして「歩

く」ことに取り組んできた。７月の校外学

習の時に、一番歩みの遅いＮちゃんと手つ

なぎをさせて内宮を歩いたところ、Ｎちゃ

んのスピードを気遣いながらも歩いている

のんちゃんの姿がそこにあった。 

人と手がつなげるようになってきて嬉しく

思います。ちょっと前まで人と手をつなぐ

なんてこと親でもつないでくれませんでし

た。 

＜連絡帳：母 ７／１５＞ 

 

＜２＞「走るのは苦手？」 
――持続的に走るということ。 

 スポーツテストの１０００ｍ走があると

いう時に、お母さんが連絡帳に「持久走？

走るのが大嫌いだから、すんなりとは行か

ないと思いますが。。。」と書いてきた。しか

し、実際走ってみると、私たちにマークさ

れながら、走るペースを速くしたり遅くし

たりしながらも走り続け９分１５秒で走り

きることができた。 
 また１２月に入ってからのマラソンでは、

１月２５日に松阪市民マラソン（中学生の

部：３ｋｍ）にエントリーするということ

で、学校でも家庭でも走り込みを続けてい
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る。（現在進行中のホットな話題なので後で

詳述したい） 

 
＜３＞「お尻でおシッコする子は？」  
 要望の３に「小便をズボンをおろさずに

できるように。」がある。これは実際に一緒

にトイレにいって、その都度声をかけるこ

とから始めるしかない。そこで、毎朝一緒

にトイレにいっては「お尻出しておシッコ

したらあかん。前だけ下げて!」と声かけを
繰り返した。のんちゃんは人がいった言葉

を自分なりに取り込んで行動を形成してい

るところがある。 
 おシッコのチェックが始まってまもなく、

何を間違ったか、「お尻でおシッコする子

は？」ということをしきりに言い出した。

お尻でおシッコできるわけがないなどと言

い合っているうちに、これは「お尻（を出

して=略）で、おシッコをする子は（お尻ペ
ン）」ということを、のんちゃんなりに確認

して発していることばだと気が付いた。 
 そうこうしているうちに、ズボンをおろ

さずにおシッコはできるようになった。お

父さんがそのことに関わって手紙をくれた

のでそれを引用しておきたい。 

 とってもうれしいことがありました。15
日、＊＊＊祭りに行きトイレにいったのん

ちゃんに「前でしなあい」と言っただけな

んですが、お尻を出さずに前だけをおろし

ておシッコをしました。手は腰にあていつ

ものポーズですが、とにかく前だけででき

ました。しかもズボンを汚さずにできまし

た。上手じゃないけどできました。感動で

いっぱいです。先生方のおかげです。 
＜父：６／１６＞ 

（蛇足）「お尻出して・・・あかん」はもう

一つの展開をしている。「だして」が「かし

て」に変換して、悪いことをしたかなとの

んちゃんが自分で感じた時は、「お尻かした

ろか？」と冗談めいてお尻をつきだしては、

やりとりを楽しんでいるところがある。 

 

＜４＞「水曜日ははし勉強！」 
 ６月に入って水曜日のクラス学習を「箸

の練習」として位置づけ、４人で取り組む

ようにした。この頃しきりに「今、何勉強？」

とたずねてきたのんちゃんに「今は、箸勉

強!」と答えたところすっと入っていき、今
でも水曜日は、朝の会が終ると、自分から

箸勉強の道具を出してくる。箸で積木をつ

まむ練習から、発泡スチロールに変えて練

習を続けているが、 
・ すくい上げて左手を添えて移動させる 
            （６／４） 
・ 左手は膝において上から挟むように 
           （６／２５） 
・ 竹のピンセット。親指と人差し指のピ

ンチが今ひとつ。   （７／２） 
 ２学期からは「左手で茶碗を持つよう

に。」というと、左手での手づかみができな

いので、必死になってすくうようにはなっ

た。しかし、挟むという動作はなかなか難

しいことである。 

 
＜５＞「ビーズ通し頑張ったら!!」 
 作業では手指の巧緻性を高めるとともに

作業の持続性を高めるために、ビーズのれ

ん作りに取り組んできた。最初の頃は、何

をするのかが飲み込めなかったのか立ち歩

きもあった。 
 そこでビーズ１０個ずつを名刺ケースに

入れて、まずは５ケースを用意して「これ

だけ通す。」という形で作業の見通しを持ち

やすくした。６月には１時間に１００個を

目当てにしても十分こなせるようになった。

のれんに必要な本数を表にして１本できる

たびにシールを貼るようにした。シールを

貼ることが楽しみ・励みにもなり、わかば

祭までにのれんを完成させることができた。 

細かい作業と根気のいる作業で素敵なビー

ズのれんを作りました。夏休み中も家でビ

ーズを通しました。こんなことができるな

んて目を疑うほど細かい作業をこなしてと
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にかく感動でした。 
    ＜父のＨＰより  １１／２６＞ 

 

＜６＞やりとりを楽しみながらのコミュニ

ケーション・・見通しの形成・・ 
 のんちゃんは予定（スケジュール）がと

ても気になる子で、「～終ったら何？」と聞

くのが日課になっている。入学当初は、そ

れが延々続き「バスにのって帰る。」まで至

らないと安心できないような所があった。

とにかく不安を取り除くために丁寧に受け

答えし見通しをつくりやすくするように心

がけてきた。 
 この頃は「朝の会終ったら？」「体育何？」

「１００％勇気歌うんは？」などと、主だ

った授業についてきけば納得できるように

なってきている。 
 視覚的情報の方が入りやすいかと写真付

きカードも作ったが、のんちゃんの場合、

予定黒板を見ながら「何する？」を確認す

ることで見通しがもてたようだ。 
 また、のんちゃんはカレンダー男でもあ

り、１ヶ月の予定表が渡されると校外学習

など大きな行事をとても楽しみにして毎日

を過ごしている。宿泊学習などでは、Ｔ：「夕

ご飯は？」の：「５時。」、Ｔ：「寝るのは？」

の：「９時。」という具合に時間単位でも見

通しを作っていた。 
 さらに、校外学習でも、何回かやりとり

をくりかえすうちに「うじやまだえきで 

でんしゃにのって、とばのジャスコへいく。

けんこうセンターで ごはんたべたらあそ

ぶ。こうえんへいって すべりだいすべ

る。」と、お出かけをことばでイメージする

こともできるようになった。 
 面白かったのは、運動会の日の帰りの会

での出来事。「どうやった？」とたずねたら、

カレンダー男丸出しの切り込みで「うんど

うかいおわったら、つぎはぶんかさい。」と

いって、居合わせたお父さんお母さんまで

も笑いの渦に巻き込んでしまった。 

 近頃口にすることばで、面白い発展を見

せているのは、「３ねんせいになったら し

ゅうがくりょこういく。」とか「３ねんかん

こうこういく。」である。 
 後者についてはつっこみを入れていくと、 
の「３年間高校いける。」 

Ｔ「高等部行って何するの。」 

の「勉強する。」 

Ｔ「何の勉強するの!」 

の「カタカナの勉強する。」 

Ｔ「カタカナの勉強は中学部で 

しとかなあかんわ。」 

の「リサイクル勉強する。」 

    

さらに、この続きの家庭でのやりとり 

母「高等部卒業したら就職するの？ 

大学いくの？」 

の「だいがくいく」 

母「どこの大学？」 

の「わかばの大学」     

どこまで分かっているかは疑問だが、夢は

「わがば学園大学部」まで発展してきてい

る。 

 この話題は、今年に入ってさらに発展を

遂げた。 

 初詣で、月読宮へ行った時、 

「かぜひきませんように、だいがくでべき

ょうできますように」と拝んでいました。 

ママが「高等部抜けたやんか」と笑ってい

ました。     １／５ 父：メール 

  
＜７＞「やさいたべやんと・・・やな。」 
「ちゃんとする。」  
 プールが近づいた頃の話で、給食のキュ

ウリをなかなか食べようとしないので「キ

ュウリ食べんと風邪ひくで、風邪ひいたら

プール行けへんなあ。」と言うと頑張って全

部食べるとか、家でも「全部食べやなプー

ル行かれへんでな。」と言いながら食べたと

か、大好きなお出かけと大嫌いな野菜を食

べるということを天秤にかけながらも、お



 7 

出かけのために大嫌いな野菜と格闘するの

んちゃんの姿はほほえましいものがある。 

夕ご飯に納豆がでたのですが「納豆はいら

んわ。もうゲーしとるわ！」というので「そ

れやったら８日のプールはいけへんな

ー。」といえば「ちゃんとする。」といって。

納豆もかぼちゃの煮付けも、煮っ転がしも

みんな食べました。 
＜連絡帳：母 ７月３日＞ 

それは「宿泊学習」を前にした頃も大い

に力を発揮した。 

 
お泊まり！もう楽しみで仕方がないよう

で、何をするにしても「こんなことしたら

お泊まり行けへんよ。」なんてこちらもそ

のことを口実に・・・、則道も「ちゃんと

する。せんと行かれへんな！」といってい

ます。 ＜連絡帳：母  １０月２日＞ 

 
＜８＞トイレの意味するもの？ 
 一日入学での顛末でも分かるように、と

にかくのんちゃんはトイレの話を抜きには

語れない子である。４月当初はとにかくト

イレ探検が彼の日課でもあった。探検して

は便器の水を流していた。保健室に行って

も、汚物処理の水流しがしたくてしようが

ないという素振りを見せていた。洋式便所

で用を足して、まわりを汚してしまったこ

とがあって、「便座はうんこのときだけ。」

という規制で、便座は我慢できるようにな

り、小便器だけになってきている。まだ、

水流しは続いているが、その回数は随分減

った。 
 のんちゃんは、お出かけの時のトイレチ

ェックをものすごく楽しみにしている。校

外学習で内宮へ行く時でも、「のんちゃん来

週バスにのって内宮の方までいくんやて。」

と母がいえば、「赤福食べてトイレ行く。」

と答え、大台中学校の生徒が打ち合わせに

来てくれた時、「何したい。」と問えば「便

座借りる。」といった案配である。 

 普通我々でも、始めてのところに宿泊し

た時などは一応非常口のチェックをするよ

うに、のんちゃんは始めての場所をトイレ

をチェックすることによって受け入れてい

るような所があるのではないだろうかと思

う。とにかくトイレが大好きな子である。 

 
３）家庭からの連絡帳などに見るわかば学

園に来てからののんちゃんの大きな変化 

 
 行事が終るたびに、家庭から行事の感想

とのんちゃんの成長に関わって長い手紙を

もらうことは前にもふれた。そして、私た

ちはその手紙を見せてもらうたびに、のん

ちゃんがわかばに来てからの変化というの

はものすごく大きいものがあることーーの

んちゃんはわかばに入ってからは、『水をえ

た魚のように』生き生きと過ごしているこ

とーーを改めて知らされている。 
 ここに、運動会とわかば祭の後にもらっ

たのんちゃんの大きな変化について綴られ

た手紙を紹介しつつ、わかば学園がのんち

ゃんにとって持っている意味を改めて考え

てみたいと思う。 

 

楽しい運動会ありがとう！ 

 保育所から小学校６年生まで運動会は、

どうやってみんなと一緒にいられるか、進

行の妨げにならないかなど、とにかくみん

なに合わせることが則道にとっての運動会

であって、その中で１つでも何かを見いだ

し喜びとしていました。でも、わかば学園

での始めての運動会は、則道自身の運動会

をやっと見せていただきました。「のびの

び」で練習の様子がよく分かっていたので

とても楽しみでした。それに運動会が大嫌

いな則道が毎日笑顔で登校する姿は本物の

ように思っていましたが、やっぱり本物で

した。あんなに輝いて見えた運動会、本当

にはじめてでした。おまけに９年間徒競走
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では、ビリばかり、完走するのが大変だっ

たのに１等の旗の下にいる則道を見られる

とは思いませんでした。小学校の時は後が

つかえてくるので、ゴール直前に次のスタ

ートが始まるようなこともありましたが、

わかばでは、全員がゴールできる、何とも

ゆっくり流れるすばらしさ。クラスメイト

の笑顔も本当に素敵でした。１－２の仲間

は最高ですね、先生が言ったようにこの４

人で何か素晴らしい輝きが出せるように思

いました。Ｋ君が途中で帰ったのは残念だ

ったけど、おかげで２回も出場できちょっ

と得しました。この子達が輝いて見える運

動会でしたが、逆に先生達の大変さもよく

分かりました。本当にありがとうございま

した。１０／１：父 

 

わかば祭！最高でした！ 

いつも感動の日々をいただきありがとう

ございます。わかば祭はとても楽しくこん

なにリラックスして見学できた文化祭は始

めてでした。今までは、みんなに迷惑をか

けないか、パニックにならないかと心配し

ながらの見学でした。確か５年生の時は、

ビデオを構えていたら則道の姿がなく不安

に感じていたら、やっぱりパニックになっ

ていて出演できなかっらことがありまし

た。しかしそんな中からもうれしいことを

見いだしながら楽しくやってきました。（中

略） 
オペレッタ「ピーマンマンとかぜひきキ

ン」は最高でした。はっきり言って中学部

最高に良かったです。すごいのは演技もで

すが、いままでリボンも付けささない則道

のあの衣装には驚きと感動でした。いまま

でなら嫌がる則道の手を取りながらみんな

にあわせるくらいなのに、自分で本当に一

人で演技しているなんて胸が熱くなる思い

でした。 
泣くとこやった。ビデオを見た祖父母は「見

に行けんで良かった。感動して泣くとこや

った。」と感極まっていました。則道と失

礼ですが N先生の「ぐうたらかぜひきキン」
は当たり役だったように思います。Ｋ君は

来れずに残念でしたが、みんな本当に輝い

ていましたね。あの輝きを引き出してくれ

る先生方の創意・工夫・努力に感謝します。

（中略）発表の後、小学校の時、関わって

いただいた先生が「のんちゃんすごかった

ね。」「自分で演技しとったやんか。」「く

やしいわ。」「わかばに惨敗やわ。」「何

でいままでしてくれやんだんやろ。」とい

い意味で大変喜んでくれ、学校へ帰ったら

先生方に報告しますと言ってくれました。

（後略）  １１／２６：父 

 
長々と引用したが、わかば学園はのんち

ゃんにとって本当に必要な場（居心地のい

い空間）であり、わかば学園での生活の中

で、のんちゃんは大きく成長し『水をえた

魚のように頑張り』生き生きと毎日を送っ

ていることがわかる。 
 中学部に入ってからののんちゃんを見て

いるだけでは、これだけのことを私たちは

感じることはできなかっただろう。これら

の手紙を通して、わかば学園に入学する前

ののんちゃんの姿を知り、家族ののんちゃ

んを見つめる暖かい視線に触れることによ

って、私たちも改めてのんちゃんを見つめ

る機会がいただけたと考える。 

 
４、のんちゃんの育ちを支えるもの 
 
１）家庭の努力に学ぶ 

 
 のんちゃんのお父さんは、のんちゃんが

生まれてからしばらくは仕事人間で、子育

ては、お母さんに任せきっていた。しかし、

のんちゃんが小学校２年生の時のある事件

をきっかけに大きく変わりだした。そして、

元担任の先生とともに、のんちゃんを取り
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巻く子ども達の親御さんと子育て支援の輪

を広げてきている。（詳しくは『のんちゃ

んと歩む』参照） 
 のんちゃんの障害を認めようとしなかっ

たお父さんが、家族の中心にのんちゃんを

位置づけるようになるまでの変革の過程、

さらには、多くの仲間とともに一丸となっ

て、のんちゃんやのんちゃんを取り巻く子

ども達を育てている姿には頭が下がる。そ

の根底には物事をプラスに見るという『プ

ラス思考』の姿勢が貫かれている。  

 
２）今を生きる『のんちゃん』とどれだけ

楽しく関わるか! 
――自閉症の子へのアプローチ 

 
 小林隆児は「情動的コミュニケーション」

ということばを用いて「彼らが自由に安心

して自分の欲求や気持ち、情動を表出する

ことができるように保障していくことであ

る。そこでは、われわれの価値判断でもっ

てかれらの行動（自己表出）を良いとか悪

いとかを決めることなく、まず彼らの気持

ちの動きを我々が容易に感じ取れるような

関係を作っていくように心がけることが必

要である。」といっているが、彼らと情動

的なつながりを持つことは何にもまして重

要な気がしている。 
 お父さんの開設する掲示板に、「（わか

ばの運動会が、）きちっとしていないとこ

ろがまた非常に楽しくてリラックスできま

した。」というお父さんの感想があった。

私は「人生苦しいことばかりじゃ大変。リ

ラックスして楽しんで、、、少しは伸ばそ

うか!で、のびなかったらごめんなさいの繰
り返しです。」と書き込みをしたことがあ

る。すると、お父さんは私の書き込みへの

賛意を示してくださった。  
 こんなやりとりもあった。 

「学体研の小学部の報告でこんな素敵なこ

とを語っていました。 

『子ども達は未来に向かって伸びていく存

在です。でも、同時に今を生き、今輝いて

いる存在です。この子ども達と同じ場を共

有し、同じ時を過ごすことの喜びを日々に

感じながら関わっている。』  さらに 

『支援の方向は「できない」ことを「でき

る」ようにしていく。あるいは「不得手を

克服していく」という旧来の考え方ではな

く、「できること」「したいこと」を基軸

にして、楽しさ豊かさを味わいながら、「自

分からやってみよう」という方向を目指し

ています。自発的で能動的な動きの中でこ

そ、発達は獲得されていくと考える。』  

と。私の中にある思いで、うまく言えなか

ったことを、ズバリ言ってもらっているの

でものすごく気に入っている。自分たちの

実践を振り替えって、反省すべきことはい

ろいろあるが、「できる・できない」じゃ

なくって、やっぱその子らしさをどう広げ

ていくかだと思う。 

子ども達は「未来に生きる存在」だけど、

そんな難しいことより「今を生きる『のん

ちゃん』とどれだけ楽しく関わるか！」も

大切な視点だと思っています。楽しく毎日

が過ごせて、なおかつ、のんちゃんが伸び

る手助けができたら。。。」と書き込みを

したら、 

「私も全く同意見で「今を生きる『のんち

ゃん』とどれだけ楽しく関わるか！」が大

切だと信じています。もちろん未来を考え

ていくのは大切な事なんですが、今を楽し

くしっかり生きていくことこそ未来につな

がるのですよね、 

のんちゃんが何で輝くのかまだまだ未知

数ですし逆に言えば無限大だと思います。

その中で、先生方にはご自身の得意分野で

思いっきりぶつかっていただきたいと願っ

ています。それがスポーツであり、文化活

動であり、また個人的な趣味であっても全

く関係ありません。得意分野で真っ向ぶつ

かっていただき、それがのんちゃんにとっ

て失敗であってもいいではありませんか、 
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 またやり直したらいいだけです。かれら

の物差しは世間一般の長さではないのです

から、それに全く失敗という事は決してな

いと思います。今、芽が出なくても、真っ

向ぶっかっていただいた事で将来芽を吹き

出す事があると信じています。 

  ご自分のしたいこと、子供達と一生懸命

やってください。それこそ私達が地元の仲

間と別れてまでわかば学園を望んだ事で

す。」という返信をいただいた。おおらか

に私たちをも包み込んでくださるのんちゃ

んのお父さんに感謝している。 

 そして２学期末には以下のような心温ま

る手紙をいただいた。 

 

 心地よい空間で安心してこそ 

 懇談会で先生から「『小学校の時は大変

だったのが今は感動です。』といわれるが、

何で大変だったのですか？」ときかれまし

たが、私たちもいったいあれは何だったん

だと思うほどです。わかば祭の時も書きま

したが、山室山小の先生が『わかばに完敗

やわ』といってくれましたが、最近あった

先生からは、『のんちゃんは、乾いた砂に

水がしみこむようにわかばで吸収しとるん

やな』といわれました。また則道をよく知

っているＮ先生は『安心の上にどっかり座

っている』と、いい意味でいってくださっ

ています。（中略） 
 私なりに思うのですが、今までは確かに

みんなにあわせるのが授業で、その中で特

に山室山小はクラスメイトとの関わりを大

切に育んでくださったおかげで、逆に則道

は何もなくてもまわりが手を貸してくれる

し、したくないことはせずとも住んでいっ

たと思います。そうですね、みんなに合わ

せられないことはしなくても良いというわ

けでなくても実際はそうなっていました。

でも、わかばでは自分でしなくてはいけな

いし、今までは逃げる自分を友達が捕まえ

に来たし、手を引いてもらって移動してい

たのが、全く逆の立場になり、今間までに

ない素敵な体験が加わり、わかばのリズム、

先生方、クラスメイト、そしてわかばその

ものが則道にマッチしたのでしょう。（中

略） 
 先日、Ｈクリニックの療育で『養護学校

をぬるま湯という人がいるけど、のんちゃ

んがこんなにできるようになったことをい

っぱいアピールしてどんどん外に出る経験

をさせてあげて』といわれました。確かに

ぬるま湯という人がありますが、私はそれ

は間違いであると思います。『心地よい空

間で安心して楽しい中で学べる。』こんな

素晴らしいことはないし、ある意味小学校

の時のように、できないことはしない、い

つも助けてくれるクラスメイトがいる環境

の方がぬるま湯に近かったのかもしれませ

んね。ただ地元での６年間が合ってこその

今であるとも確信しています。長々と勝手

な思いを書きましたが、そう思えるほど素

晴らしいわかば学園であり、この２学期で

「わかばに決めて良かった。」という答え

を見つけられました。（中略）本当に楽し

い２学期をありがとうございました。まだ

まだ山あり谷ありだとは思いますが、３学

期も楽しくのびのび過ごせたらいいなあと

思います。１２／２２：父 

毎日の連絡帳でのやりとりや、学級通信

「のびのび」、さらには大きな行事ごとの

手紙、「のんちゃんと歩む」というＨＰ等

の存在は、私たちがのんちゃんを見つめわ

かば学園の存在意義を見つめ直す上でもの

すごい大きな力を発揮している。そして、

のんちゃんとわかば学園の過去・現在・未

来をつなぐ太いパイプとして脈打っている。 

 
 
 
５、のんちゃんの課題も 

見つめつつ 



 11 

 ２学期を経過して、のんちゃんとの毎日

の楽しかったことだけが、思い出される。

しかし、それではいけないわけで、『個別

の指導計画』を軸にした実践の中ででてき

たのんちゃんの課題へのアプローチも忘れ

てはいけない。 

 特に、勉強嫌いののんちゃんの課題は、

体のしなやかさ、手指の器用さ・巧緻性、

身辺処理の自立あるいは、究極の課題であ

る物ごとに取り組む意欲、自己選択・自己

決定など多岐に渡る。 

 しかし、これまでの家庭との連携を基礎

にすれば、ゆっくりではあるが、山を越え

谷を越えしてのびていくことができるよう

な気がする。 

ここで、お父さん・お母さんの視点から

４月の「要望」にたちかえりながら、のん

ちゃんの今後について語ってもらいたい。

『個別の指導計画』をどう充実させていく

かというわかば学園の課題にも直結してい

くものである。 

 わずか２学期でこれほど輝きだすとは思

ってもいませんでした。たくさんの輝きだ

した事、また今後の課題として見えてきた

ものを「家庭の要望」にそって見てみると、 

 
(からだ)  
1 たくさん歩いて・・小学校から続く「歩
く」への思い入れと、外へ出ていっぱい見

て、体験させてあげたいの願いも込めてい

ましたが、全く私達の願いどおりの学園生

活となり大変嬉しく思います。「歩く、見る、

体験する」は家庭でも続けていく永遠の課

題と位置付けています。 
2 走るのが・・これほどの体力がありなが
ら耐えるという持続性がありませんでし

た。しかし小２の時から参加している松阪

シティーマラソンに悩んだ末のエントリー

に、先生が「学校でも取り組みましょうか」

との連絡にとても励まされ、学園と家庭と

で目標をもって取り組んでいます。無理と

思っていた課題が今後も極めていきたい課

題となりました。 
＊(からだ) 1 2 ありがとうございます 

 
(生活) 
3 小便を・・市教委の進路相談で「C中で
は取り組みは無理でしょうね」と言われた

課題ですが、こんな短期間で出来る様にな

った事に感謝と感激です。今後はチャック

のズボンでも出来れば、また用足し中のよ

そ見等なくすマナーの向上も課題としてい

きたいです。 
4 大便・・こんな事までと心苦しいのです
が切実な課題です。しかし家庭でのウェイ

トが大きく、また分かっているのですが、

日常に追われついつい手を貸してしまいま

す。ティシュの切り方やズボンの上からで

も拭き方を擬似体験させたり出来ないか模

索したいです。 
5 箸で・・感謝と驚きでもありました。私
より上手に持ちます。しかし 4 同様家庭で
はせっかくの学園での取り組みを無にして

しまう事があり反省です。 
※ (生活) 3 5 ありがとうございます  
4 5 家庭における反省と今後の課題 

 
(こころ)  
6 いつもおだやかに・・わかば学園の全て
がおおらかに則道を包み込んでくれて、心

穏やかに笑顔で毎日を送っているのがはっ

きり分かります。先生方や生徒達の名前を

言って会話を楽しむ毎日です。「のびのび」

でクラスメイトと手をつないで歩いた事を

知った妻は喜びを隠しませんでした。この

レポートの中の「自閉症の子へのアプロー

チ」に見る事が出来るのですが、私達の価

値観で則道を人と接しさせるのではなく、

周りの人に則道や仲間の事を知ってもらう

事が大事なのでしょうか、ゆっくりじっく

り歩まなければならない課題と位置付けら

れます。 
※ (こころ) 6 ありがとうございます   
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(まなび)  
7 実生活で・・遠大な課題だったかもしれ
ません。しかし最近はお金に興味を示し「せ

んえん、せんえん」と言ってパタパタさせ

たりします (価値は分かっていません) 。ま
た車のナンバーの「三重 500」を「みえ 500
えん」と読みます。学習から得たものです

ね、とてもとても長い道のりだと思います

が、価値を知るより体得するのが当面の課

題と思います。 
＊(まなび) 7 今後もよろしくお願いしま
す 

 
勝手な事を書いてしまいましたが、先生

方の創意・工夫・努力・そして熱意を持っ

てして短期間に輝き、今の姿になれた事に

感謝の気持ちでいっぱいです。 
これは夢物語かもしれませんが、将来は

仲間と共に自然の中で楽しく心地よい空間

を作り、のびのびと穏やかに生涯を送らせ

てあげたいと願っています。その中で則道

が輝けるようにわかば学園と家庭で出来る

課題を見つけ伸ばせたらと願っています。 

 
６、終わりに 
 あれも言いたいこれも言いたいと思いな

がら、さらには、お父さんにも部分的に執

筆を強要しながら、このレポートはできた。 

当初ねらっていた「親と教師の連携の新

しい姿」を浮き彫りにしながら「わかば学

園がのんちゃんの成長にとって持つ意味」

を明らかにするという課題をどこまで果た

せたかわからないが。。。とりあえず、今

回はここでレポートの「締め」をしたい。 

 「締め」をするにあたって、大変な協力

をおしまずにしてくださったお父さん・お

母さんのひと言を添えておきたい。 

このレポートの共同制作を持ちかけられ

た時、多くの方々に則道の事を通して何か

を見つけていただけるチャンスを頂いたと

とても嬉しく思いました。家庭でしか見え

ない課題、学園でしか見えない課題、親し

か知らない事、先生しか知らない事等々、

これらを教師と親という立場を超え共有で

きる関係であれば、より一層子供の目線に

近づきその世界を知ることができると思い

ます。私達は連絡帳の他に学級通信「のび

のび」を通して学園生活を詳しく知る事が

出来ます。また幸運にも ITを活用してリア
ルタイムで意見交換でき、面と向かって言

い難い思いも補う事ができます。また２学

期の懇談会では学園生活をビデオで見せて

いただいたおかげで家庭で出来る課題を発

見できました。 
これらはハード面はもちろんですが、親

はもちろん関わる全ての先生方の理解と協

力、そして１－２という規模的な関係も含

め幸運だったのかも知れません。しかしど

の様な形態であれ、お互いに学び喜びを共

有できる学校と家庭との素晴らしい連携を

作ってこそ子供が輝きだす事が分かりまし

た。この関係を作っていく事は双方にとり

大きな課題だと思います。その意味も込め

てこのレポートの意義の大きさを感じると

共に今後につながる道筋になればと願いま

す。 
私達家族は則道のおかげて想像もしなか

った価値観に目覚めた今、楽しくていいじ

ゃないか、今を楽しみながらそこから学ぶ

ものもたくさんあるではないか、笑顔でゆ

っくりゆっくり歩めばいいじゃないかと考

えています。私は案外不勉強です、知識と

して知ることは大切な事ですがそれにとら

われ将来に不安を抱くよりは、親も子供と

一緒に笑顔で今を大切に生きていく事こそ

大事だと思うからです。わかば学園に入り

楽しくのびのび学ぶ子供達と先生方にめぐ

り会うことができました。この道を一緒に

歩める事に大いに感謝しつつ、楽しくのび

のびの輪が広がる事を願うのみです。これ

からもよろしくお願いします。 
わかば学園ありがとう 
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付録：マラソン大会に向けて 
 
＜１＞ シティーマラソンにエントリー！ 

 
１２月に入って学校では耐寒マラソンが

始まった。「どれくらい走るのですか?」と
家庭のマラソンへの関心が強いと思ってい

たら、１１日の連絡帳に「松阪シティーマ

ラソン：中学生の部（３ｋｍ）に参加する

ことにしました。」と書いてきた。 
＜昨年までも参加していたが、２ｋｍで何とか

歩き歩き完走していたらしい。しかし、今年は

中学生の部でしかも３ｋｍと距離も伸びるので、

躊躇していたらしいが、父親の伴走つきで許可

が出たので参加を決意したようだ。＞ 

 それを見て私は、いきなり「のんちゃん、

昼休みマラソンするぞ。池のまわり走ろ

う。」といいだした。のんちゃんにとっては

迷惑な話である。 
 給食後、少々雨模様だったが池の周りを

二人で走った。次の日も、朝からその話を

しておくと次第にそのモードになって、給

食終了時には「ちゃちゃちゃちゃちゃちゃ

ちゃちゃちゃちゃちゃっとはしるわ！」と

「ちゃちゃちゃ」を重ねて自分自身にいい

きかせていた。 

 
＜２＞ のんちゃんにとっては  

 迷惑なことだけど！ 
 
早速その日の様子を、メールで知らせ、

シティーマラソンに向けて、学校でも家で

も走り込みを続けていくことの意思を確認

する。こうして２学期の最後から３学期始

めにかけて、家でも学校でも市民マラソン

に向けての練習が続くことになった。 
走り始めた頃は、手をつなごうとしてき

ては叱られ（の「手つなぐんは？」Ｔ「あるくと

き！」）、止まっては叱られ（の「とまるんは？」

Ｔ「あかんゆっくり走りな」）しながら走ってい

た。それが、一週間もすると、こちらのこ

とばを取り込んで、「一人で走らなあかん

よ。」｢途中で止まったらあかんで。｣問いな

がら、自分の行動を規制する姿があった。 
ここに、はじめは外的に強制されたマラ

ソンだけど、自分の中に取り込んでいこう

とする姿の芽生えを見るというのは大げさ

だろうか？ 

 
＜３＞ 完走への目途（目標３０分） 

 
 のんちゃんにとって、シティーマラソン

は参加すること自体が目的でそこでの結果

は求めてはいない（ビリを覚悟の参加であ

る）。 
 でも、練習を積む中で、学校では 12～13
分で池を一周し、家では約３ｋｍを 21～26
分くらいで走るようになった。冬休みも年

末年始と何かと忙しい時期にもかかわらず、

５日も練習している。冬休みに連絡を取り

あって時間的な目標を３０分にした。 
目標を３０分とするなら、そんなに走り

込まなくても、目標時間内にはいるだけの

力をのんちゃんは持っているだろうし、と

にかく３０分以内で完走という目途は立っ

た。 

 
＜４＞ 自己決定のきっかけつかみ① 

 
 毎日何が何でも練習をということも必要

ではなさそうなので、マラソンの練習に対

してのんちゃん自身が自己決定できるよう

に働きかけてみたいと考えて若干の取り組

みをしてみた。 
まずはじめて試みた１２月１７日のやり

とりは以下のようであった。 
この日から短縮。給食を食べて無理した

ら走れるが、まあ休養もと思って朝の会へ。 

Ｔ：「のんちゃん！池マラソンどうしよ

う！？」 

 「池マラソン」のことばを聞くと、目を

そらしていやそうな顔。 

Ｔ：「走る？やめる？」 
と聞くと、ついついつられて 
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の：「はしる」といってしまう。 

そこで、黒板に 

      
とかいて、 

 
Ｔ：「走る？走らない？○して！」 

の：「はしる」 

Ｔ：「走らない？走る？」 

の：「はしらない。」 

  これだけの状況設定をして、だめおし。 

Ｔ：「走る？走らない？」 

の：「はしらない。」  
Ｔ：「よおし！走るのやめ！」 

もう一回聞いたらどうなっていたか？！ 

自己決定は、やっぱりむずかしい。 

  
＜５＞ 自己決定のきっかけつかみ② 

 

 ３学期が始まって、朝のマラソンも復活

した９日。高尚にも生単の時間に書き初め

をした。「のんちゃん、何って書こうか？」

と聞いてまともには答えないのがいいとこ

ろ「紙に書く。」「則道書く。」とかわし

てくるので「『はしる』って書こう。」と

持ちかける。そして、ついでにカレンダー

を見て、「いつから『池マラソン』はじめ

ようか。」ともちかけ、「１３日」という

答えを引き出す。 

 マラソン大会が終わるまでは、のんちゃ

んの「はしる」という書き初めは黒板の中

央に張り続けられることになる。 

 こうして脇を固めながら「はしる」こと

の自己決定を迫る場面を作っていった。 

 

＜６＞ 自己決定のきっかけつかみ③ 

 

 自己決定は、自己選択ができて始めて可

能となる。そこで選択しやすいように、「は

しる(黄色いカード)」「はしらない(赤いカ

ード)」を用意して予定黒板に貼りながら選

択するようにし向けてみた。 

 
 １月１４日水曜日、クラス学習の時間と

４限目に黄色いカードを貼って、 
Ｔ：「則道、池マラソンするならここやけ

ど。。。」といったら！ 

の：「(クラス学習をさして)箸勉強!」 
   というので、２限目のカードは撤去。 

Ｔ：「(４限目の黄色いカードとピンクのカ

ードを並べて)着替えの後に走る

か？おやすみか？」と聞いたら、 

の：(若干興奮気味に)「おやすみ!」といっ
たので、休みとした。 

 
 １月１６日金曜日、朝着替えている時に 

Ｔ：「則道、今日池マラソンどうしよう!」
とたずねると 

の：「池マラソン走る。」と何気ない会話。 

で、着替えが終ってから、、黒板に 

「 １：００－ 

    ２：００－ 」の選択肢を示して、 

Ｔ：「どっちにしようか？!」と聞くが、 
の：「牛乳パック(しまいに)いく。」の一

点張りで、質問は入らず？？ 

の：「１１時から」などといっている。 

Ｔ：「１１時は作業やわさ。」といったら、

やっと、 

の の：「２：００－」と答える。といった案

配で、およそ自己選択・自己決定をやると

いう雰囲気ではない。 
   そもそもマラソンの練習をするなどとい

うこと自体が、のんちゃん自身の要求でな

いのだからやむを得ないのかもしれない。 

   

（ ）はしる 

（ ）はしらない 
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 お菓子を買いに行っても欲しいものをい

わないのんちゃん！クリスマスのプレゼン

トも自分からは要求しないのんちゃん！な

のに・・・・そう簡単に選択なんてしてく

れないということに気づく。 

 自己決定は、のんちゃん自身の要求に根

ざしたことがらで始めるのが本筋であると

考え直す。 

  
＜７＞ マラソンの練習を振り返って 

 
 マラソンの練習を巡って自己決定を目指

す取り組みは挫折した。しかし、マラソン

の練習を学校と家庭で連携して取り組んだ

ことによる成果はやはり大きなものがあ

る。 
（１）はじめは、大人の側のやらせ的取り

組みだったが、長い目で見て、次第にのん

ちゃん自身のものとなりつつあるのではな

いかと思う。佐々木正美は「自閉症の人に

は、はじめから好きなものってないのです。

新しいものとか、見通しの立ちにくいこと

は苦痛なのです。ですから、ひどく苦痛を

感じないように練習を繰り返して、上達し

て身に付くと好きになります。」といって

いるが、今回のマラソンの取り組みはまさ

にそのことを示しているようにも思う。 
（２）今年の学級の構成がこの取り組みを

可能にする状況にあったということがも

っとも大きな条件ではあるが、｢たぶん先

生が『学校でも取り組みましょうか』とい

ってくれなかったら、今の練習する姿は絶

対なかったと思います。２５日が近づくに

つれ、不安が募り、ドキドキしていたでし

ょう。｣というお父さんのことばを見れば

分かるように、ここにも学校と家庭との連

携の成果がある。 

（３）親の視点と教師の視点の違いという

ものについて改めて考えられたことも大

きなことだった。 

 『自己決定』を巡る取り組みの顛末で、

近視眼的な教師の取り組みを反省したとこ

ろだが、以下のようなお父さんの遠大な見

通しを聞いた時、教師の見通しの弱さ、甘

さを痛感する。 
「これからこのマラソンが続く限り参加

したいと思っています。いつの日にか１人

で完走できる日を夢見てこの時期だけに

とらわれず、月に一度は自己決定も取り入

れ、走り込む日をのんちゃんと決めたりし

ながら、『歩く』と同じく私たちのライフ

スタイルにしていきたいと思っていま

す。」 

（４）結果的にではあるが、この取り組み

が、『個別の指導計画』の「要望」の２「走

るのが苦手なので走り込みをして、持続性

をつけて欲しい。」への回答を、学校と家

庭の共同の取り組みを通して、一定の見通

しを持てるまでに至ったことの意義は大

きいだろう。 

 お父さんは、こんな位置づけをしてくれ

た。「このマラソンの取り組みは家庭の要

望を双方の取り組みで実らせ、そして新た

な課題に取り組みためのプロローグとし

て位置づけることができる。」と。 
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＜８＞ 結果 

  
（１）練習の足取り 
 学校で１３日 139分、家で１９日 479分、
時間にして９時間、距離にして７２ｋｍほ

ど走ったことになる。なかなか頑張ったと

思う。番外だが、「走ろう会」で、１０分間

に１２周（1440ｍ）走った時、これは頑張
れば３ｋｍ２０分を切ることも夢ではない

なと思った。 
 こんなのんちゃんのシティーマラソンに

向けた取り組みが、「夕刊三重」に「今年こ

そ自力完走」という見出しのもと紹介され

た。 
（２）いよいよ当日。感動を予感させるか

のように空はきれいに晴れ渡った。みんな

の邪魔にならないように後ろの方からスタ

ートしたが、みんなのペースに引っ張られ

て走りだした。あまりに早いので「のんち

ゃん、もうちょっと、ゆっくりでええよ」

と声を掛け、ようやくいつものペースにな

った。 
結果は、138 人中 138 位タイム 18分 43 秒 
自力完走であった。予想外の健闘にみんな

びっくり、感動で涙を流した人（小学校の 
時の担任）もいた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『夕刊三重』 １／２０＜火＞ 

 
 この取り組みで則道の心には、小さな小

さな自己決定の種がまかれたと信じていま

す。「のんちゃんと楽しくのびのび歩む」こ

れこそ「わかば学園が持つ意味」そのもの

であることを実感したマラソン練習だった。 
 のんちゃん 感動をありがとう！ （父） 
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＜９＞ 
あとがき 
樋口先生との夢は、シティーマラソンで 

３キロを伴走なしで自らの意思で完全自力

完走することでした。そして２００４年 

４月から始めたオアシスマラソンで１時間

走り続ける体力と精神力を身につけ、  

わかば学園で人との関わりを楽しむ事が出

来る様にまで成長させていただいたおかげ

で、ついに２００５年１月に入り練習で伴

走なしで完全自力完走を成し得た。この時、

樋口先生は大変喜ばれ、メールのやり取り

で目標タイムを２０分以内にしましょうと

相談しました。１月３０日の本番は練習の

成果をいかんなく発揮して、見事、伴走な

し完全自力完走でゴールした。しかも  

１５１人中１４８位という驚くべき順位と

タイムは目標をクリアする１９分３６秒と

いう好成績でした。すぐに携帯で樋口先生

に報告して、まるで家族のように喜び合い

ました。 
則道の成長は樋口先生との出会いと、  

わかば学園と先生方と楽しいクラスメイト

のお陰です。 

 
樋口先生ありがとう。 
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< １月２６日夕刊三重 > 
完走出来た事も新聞に載りました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このレポートは 2004年 1 月 28 日 わかば学園グループ研修 自閉症のコミュニケーシ

ョンにて樋口先生が発表されました。現在、松阪市特別支援教育振興会で新任障害児担任

の教育用として活用されています。またこのレポートを知った明和地区の小学校でも使っ

て頂きました。もしご感想など頂ければ嬉しいです。 

 

 

 

 

 


